
東京圏への一極集中に関する論点ペーパー 

 

１．これまでの議論の整理 

 

①地域の未来ワーキング主査サマリー抜粋(平成２６年５月) 

 １ 中長期的な地域の課題と対応の方向性 

  (２)東京圏への人口流出の影響と課題 

 地方圏からは、若年者を中心として東京圏への人口流出が止まらず、出生率の低

下と相まって「人口オーナス」が与える地域経済への悪影響が生じている。一方で

は、東京圏への「ヒト・モノ・カネ」の一極集中については、相当の確率で発生が

予想される災害に対する脆弱さなどの外部不経済や生産性に比べ相対的に高い地

価水準等による高コストがかえって競争力の低下をもたらす懸念があり、これ以上

の東京圏への人口流出に歯止めをかける必要がある。 

このため、東京圏は地方からの人口流入に依存することなく世界から資金や人材

を呼び込んで競争力を高め、地方はそれぞれの個性を生かしながら地域づくりを進

める最適な地域構造を目指していくことが求められる。 

 

 ３ 「個性を生かした地域戦略」の推進 

  (２)東京圏への一極集中の是正と競争力の強化 

 東京圏での一極集中と地方の経済活力の低下の中で、「ヒト・モノ・カネ」が集

中する要因とその弊害を踏まえつつ、明確な地域の将来展望を示していく必要があ

る。すなわち、東京圏のさらなる集中抑制と地方への人の流れを作る一方で、東京

圏ではグローバル経済の中で存在感を発揮できる競争力を強化させていく必要が

ある。(以下略)  

  

②経済財政運営と改革の基本方針２０１４抜粋(平成２６年６月、閣議決定) 

 第１章 アベノミクスのこれまでの成果と今後の日本経済の課題 

  ４ 日本の未来像に関わる制度・システムの改革 

  (望ましい未来像に向けた政策推進) 

デフレ脱却・経済再生に向けた動きを確実にするとともに、その先を見据え、社

会保障制度と財政の持続的可能性を確保しつつ、地域社会の再生、発展を可能とし、

日本経済の持続的・安定的な成長を実現していく観点から、人口急減・超高齢化の

克服に向けた諸課題への対応にスピード感を持って取り組んでいく時である。とり

わけ、地域の活力を維持し、東京への一極集中傾向に歯止めをかけるとともに、少

子化と人口減少を克服することを目指した総合的な政策の推進が必要であり、この

ための司令塔となる本部を設置し、政府一体となって取り組む体制を整備する。 

 

③まち・ひと・しごと創生の推進にかかる総理指示（平成２６年９月９日）抜粋 

・人口減少克服、地方創生（東京一極集中是正）に正面から取り組むこと 

・地方の熱意や創意・自主性を基本とし、地域の個性を尊重し、全国どこでも同じ枠

にはめるような手法は採らないこと 

・国と地方の協議や地方自治体間での広域的な連携を行う体制を構築し、また地域に

根ざした民間の創意工夫を後押しすること 

  

資料４－①



 

 

２．地域の未来ワーキング最終報告に向けた論点整理 

 

① 我が国における人口急減・超高齢化の克服の観点 
・我が国全体の出生率改善のため、出生率の高い地方圏から出生率の低い東京への若

年層の流入に歯止めをかけることが必要。 

・合わせて、東京から地方圏への人の流れを作ることが必要。 

・同時に、出生率の低い東京での出生率改善に向けた取り組みが必要。 

 

② 個性を生かした地域づくり・東京の競争力強化の観点 
・東京への若年層の流出に歯止めをかけるため、地方圏で産業や雇用の場を創出して

いくことが必要。 

・合わせて、東京から地方圏への人の流れを作るためにも、地方圏で産業や雇用の場

を創出していくことが必要。 

・首都直下地震が我が国経済に与えるダメージを軽減するため、東京における事前防

災・減災対策に取り組むとともに、地方圏における経済基盤をしっかりさせていく

ことが必要。 

・東京の競争力強化のためには、東京だけでなく地方圏からの多様な人材、さらには

高度な専門的知識等を有する外国人を活用することによって、付加価値の高い産業

を集積させていくことが必要。 

・選択する未来委員会中間整理にあるように、人口減少によって、我が国経済規模の

縮小スパイラル、国際的地位の低下等の事態に直面するおそれがあり、上記①のよ

うな人口急減対策は東京の持続的発展のために不可欠。 

 

③ 増加していく高齢者への医療・介護サービス提供の観点 
・将来的に東京では高齢者増加に伴い医療施設や介護施設の大幅な不足が見込まれる

一方、地方圏では今後高齢者が減少していくため、相対的に当該施設に余裕が生じ

る地方圏がその受け皿となることが必要。 

・同時に、地方圏が東京の職業経験が豊富な人材を積極的に受け入れ、地方圏で個性

を生かした地域づくりに向けて不足がちな起業や地域産業の担い手として活用して

いくことが必要。 

 

④ 東京への一極集中是正に向けた国民意識の改革の観点 
・地方圏での個性を生かした地域づくりを促進するとともに、多様な暮らし方や価値

観を大切にするような国民の意識を変えていくことが有効。 

・それに合わせて、地域の資源やその価値を見出し、それを活かした産業や雇用とし

て持続的な活動を実感できる環境を整えていくことが求められる。 

・なお、東京がグローバル経済の中で発展できるようにする観点から、立地制限的な

手法を導入することは望ましくない。 
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2010 2020 2030 2040 2050 2060

 

0 14 16.8 14.6 12.0 10.7 9.4 7.9
15 64 81.7 73.4 67.7 57.9 50.0 44.2
65 29.5 36.1 36.8 38.7 37.7 34.6

75 14.2 18.8 22.8 22.2
128.1 124.1 116.6 107.3 97.1 86.7

2010
100

0 14 100.0% 86.5% 71.5% 63.7% 55.7% 47.0%
15 64 100.0% 89.8% 82.9% 70.8% 61.2% 54.1%
65 100.0% 122.5% 125.0% 131.2% 127.8% 117.5%

75 100.0% 132.4% 160.5% 156.6%
100.0% 96.9% 91.1% 83.8% 75.8% 67.7%

0 14 13.1% 11.7% 10.3% 10.0% 9.7% 9.1%
15 64 63.8% 59.2% 58.1% 53.9% 51.5% 50.9%
65 23.0% 29.1% 31.6% 36.1% 38.8% 39.9%

75 11.1% 15.1% 19.5% 20.7%

2010 2020 2030 2040 2050 2060

 

0 14 4.4 4.0 3.4 3.0 2.7 2.3
15 64 23.9 22.3 21.1 18.1 15.7 13.9
65 7.3 9.3 9.9 11.2 11.5 10.8

75 3.2 4.8 6.0 6.0
35.6 35.7 34.4 32.3 29.8 27.0

2010
100

0 14 100.0% 91.2% 76.2% 68.3% 60.2% 51.4%
15 64 100.0% 93.5% 88.5% 75.8% 65.6% 58.2%
65 100.0% 127.4% 135.2% 153.0% 157.1% 147.6%

75 100.0% 151.8% 187.4% 189.5%
100.0% 100.2% 96.6% 90.7% 83.7% 75.7%

0 14 12.5% 11.3% 9.8% 9.4% 8.9% 8.5%
15 64 67.0% 62.5% 61.4% 56.0% 52.5% 51.5%
65 20.5% 26.1% 28.8% 34.6% 38.5% 40.0%

75 8.9% 13.5% 17.3% 18.6%

2010 2020 2030 2040 2050 2060
0 14 8.5 7.6 6.3 5.7 5.0 4.2
15 64 43.0 39.7 37.3 32.0 27.8 24.7
65 14.0 17.6 18.3 20.2 20.3 18.9

75 6.2 9.2 11.2 11.0
65.5 64.9 61.9 57.8 53.1 47.9

2010
100

0 14 100.0% 89.0% 74.1% 66.5% 58.6% 49.9%
15 64 100.0% 92.4% 87.0% 74.4% 64.7% 57.5%
65 100.0% 125.7% 130.6% 144.0% 144.9% 135.2%

75 100.0% 147.6% 180.0% 178.1%
100.0% 99.1% 94.6% 88.3% 81.1% 73.1%

0 14 13.0% 11.7% 10.2% 9.8% 9.4% 8.9%
15 64 65.6% 61.2% 60.3% 55.3% 52.4% 51.6%
65 21.4% 27.1% 29.5% 34.9% 38.2% 39.6%

75 9.5% 14.1% 18.0% 19.1%

2010 2020 2030 2040 2050 2060
0 14 8.3 7.0 5.7 5.1 4.4 3.7
15 64 38.8 33.7 30.4 25.9 22.2 19.5
65 15.5 18.5 18.6 18.5 17.4 15.7

75 8.0 9.6 11.6 11.2
62.6 59.2 54.7 49.5 44.0 38.9

2010
100

0 14 100.0% 84.0% 68.8% 60.9% 52.8% 44.1%
15 64 100.0% 86.9% 78.3% 66.8% 57.3% 50.3%
65 100.0% 119.7% 119.9% 119.6% 112.3% 101.5%

75 100.0% 120.6% 145.4% 140.0%
100.0% 94.6% 87.4% 79.1% 70.3% 62.1%

0 14 13.3% 11.8% 10.5% 10.3% 10.0% 9.5%
15 64 62.0% 56.9% 55.6% 52.3% 50.5% 50.2%
65 24.7% 31.3% 33.9% 37.4% 39.5% 40.4%

75 12.8% 16.3% 21.2% 22.6%
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